
 

 

- １ -

        （Ｈ２９．１．１７ 甲府地裁刑事部・甲府家裁総務課）  

裁判員経験者の意見交換会議事録 

日 時 平成２８年１２月２日 午後２時００分～午後４時００分  

場 所 甲府地方裁判所裁判員候補者待合室  

参加者 裁判員経験者 ６名（着席順に「１番」等表記） 

裁判官 烏田真人 

検察官 中村奈美子 

弁護士 雨松拓真 

オブザーバー 藤巻弁護士，國澤弁護士 

司会者 丸山哲巳（甲府地裁刑事部部総括判事）  

概 要 下記のとおり  

記  

（司会者） 

 本日はお忙しいところ裁判所まで集まっていただきまして，どうもありがとうご

ざいます。今日は裁判員経験者意見交換会ということで進めさせてもらいます。私

は，皆さんの裁判でも裁判長をさせていただきました丸山です。今日はよろしくお

願いします。皆さんに御担当いただいたのは，今年の６月と７月と９月の３件の裁

判員裁判の事件ということになりますけれども，今日はこういう形で意見交換会と

いうことで，他の人に見られているところで言いにくいかもしれませんけれども，

忌憚のない御意見や御感想をいただければ大変ありがたいと思っています。ゲスト

で裁判官，検察官，弁護士から１人ずつ出席がありますので，一言ずつ自己紹介を

していただきます。皆さん，お願いします。 

（裁判官） 

 甲府地方裁判所の烏田でございます。今回対象となっている事件につきましては，

私は右陪席として関与させていただきました。本日は皆さんの率直な御意見を伺え

たらと思っておりますので，よろしくお願いいたします。 
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（検察官） 

 検事の中村です。よろしくお願いいたします。今回対象となっている３件の事件

のうち後半の２件の公判を担当させていただいておりました。今日はいろいろ参考

にさせていただきたいと思いますので，よろしくお願いします。 

（弁護士） 

 弁護士の雨松です。私は６月に行われた事件を担当しました。忌憚のない御意見

を出していただければ私たちの成長の糧になりますので，よろしくお願いします。 

（司会者） 

 ではまず最初に，今回の裁判員，補充裁判員の皆さんが担当された事件を簡単に

御紹介させていただきます。 

まず，６月の事件ですが，これは危険運転致死傷という事件でした。これは１番

さんと２番さんが参加された事件になりますけれども，事件の内容としては，少年

である被告人が運転前に飲んだ酒の影響によって正常な運転が困難な状態で自動車

を運転して，道路で対向車線を逆走して，対向車線を走ってきた車と正面衝突して，

その車に乗っていた２名を車から外に出すような形になって１名を死亡させて，も

う１名に加療６カ月の重傷を負わせたという事件でした。事実関係には争いがあり

ませんでしたので，争点は量刑ということでしたけれども，この事件は被告人が少

年であるということで，甲府では初めて少年の裁判員裁判を行ったという事情があ

ります。調べた証拠としては，検察官請求証拠として，飲酒した経緯，それから運

転の経路，事故車両などの画像などに加えて，被告人が運転する様子等，まさに衝

突する瞬間の防犯カメラの映像というものも調べが行われました。証人は，情状証

人として，被告人の御両親，お父さんとお母さんが法廷で証言して，もちろん被告

人自身からも話を聞くということで，公判審理は２日間，評議や判決を入れると全

部で４日間で審理をしたという事件になっています。 

二つ目の事件，これは３番さんと４番さんが担当された事件ですけれども，これ

は現住建造物等放火事件でした。これは，被告人が当時の妻との関係に悩んで自殺
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したいと考えたことから，自宅の居間に灯油をまいて放火したという事件でした。

本件も事実関係には争いがなく，争点は量刑ということでした。この事件の場合は，

被告人が精神障害を有していたということで，犯行にその影響があったかどうか，

量刑上考慮するかどうかといった辺りが問題となったケースになっています。取り

調べた証拠としては，目撃状況の報告書，あるいは出火した現場の状況などの書面

を調べた上で，その一方当事者ともいえる当時の奥さんの話，あと娘さんの話を聞

いたことに加えて，精神科医のお医者さんからも専門的なお話を伺ったということ

になります。もちろん被告人からも被告人質問で話を聞いています。これも同様に

公判審理は２日でやって，判決まで４日でやったというケースになっています。 

それから，三つ目は９月の事件，これは５番さんと６番さんが担当された事件で，

殺人被告事件です。その概要としては，精神障害にかかっていた被告人が障害を抱

える長男の子育てに苦慮して，将来を悲観したことと，あるいは自分の精神障害も

あるといったような強い不安から自宅で長男の首をロープで絞めて殺害したという

事案になっています。この事件も事実関係には争いがなく，この事件の場合は被告

人に精神障害があったことから，心神耗弱であるという主張が弁護人からなされて，

検察官も心神耗弱の主張だったということなので，事実関係に争いがなく，心神耗

弱であるというところも争いがなかった，その上で量刑をどうするのかというとこ

ろが問題となったというケースになっています。法廷で調べた証拠としては，犯行

現場の写真や凶器のロープの写真などの書面を調べたり，事件の後すぐ被告人は１

１０番通報しているわけですけれども，そのときの１１０番通報の録音の音声など

を再生したということや，あるいは被告人の元夫や被告人のお母さんからも話を聞

いて，この事件は精神障害の影響という話がありましたので，精神科のお医者さん

からも話を聞きました。もちろん被告人質問で被告人からも話を聞いて審理をして

います。公判審理は１番，２番の事件と同じく２日間で，全体で判決まで４日とい

うことで行われた事件となっています。 

以上三つの事件を担当していただいた裁判員，補充裁判員の方にお越しいただい
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ていますけれども，まずは裁判員を経験しての全体的な印象や感想，これは何でも

よろしいと思いますので，これをお聞きしたいと思います。では，１番さん，お願

いします。 

（１番） 

 感想ですけど，私は決まる前からテレビなどで裁判のことを見ていてちょっと興

味があったもので，選ばれて率直によかったなと思いました。経験しての感想とし

ては，本当の裁判を見る機会というのはめったにない，そして自分が審理に参加で

きるということは一生にあるかどうかということなので，すごくいい経験，勉強に

なったと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。それでは引き続いて，２番の方，感想をどんなことでも

結構ですので，いただければと思います。 

（２番） 

 補充裁判員ということで裁判に参加させていただきまして，意見は言えない立場

ではあったのですが，事件の審理に携わらせていただいて，皆さんそうだったと思

うのですが，普段目にすることがないというか，そういう貴重な体験をさせていた

だいたかなと思っております。被告人の方がちょっと若くて，自分の子供とも重な

る部分もあって，いろいろちょっと考えさせられたなと思っています。他の事件も

それぞれその方の心情に立ち入っていけばいくほど何か辛い部分というか，後々負

担になる部分も出てくるのかなと思うんですが，私の今回参加させてもらった事件

に関しては，そういったところはなかったと自分では思っております。多分生きて

いるうちに声がかからないと思っていたことが実際声がかかって，こういうところ

に来させていただいたというのは宝くじに当たったような感じがするわけですけど

も，貴重な体験をさせていただきましてありがとうございました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，３番の方，感想をお願いいたします。 
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（３番） 

 今宝くじに当たったようなというお話がありましたけれども，結構この制度が始

まってかなり経つと思うんですけれども，私の周りに一人もやった人がいなくて，

今まで裁判所というところにも全く縁がなかったので，正直な話，甲府地方裁判所

がどこにあるかもわからず，お便りが来てから実際こちらに足を運んでくださいと

いう２回目のお便りをいただくまで半年以上あったんですけれども，実際こちらに

足を運んだときにも迷ってしまって，しかも別に選ばれた方にまでここは甲府地方

裁判所で合っていますかと聞かれて，私もわからないですけれども，そんな状態で

参加させていただきました。全体的な印象ですけれども，あっという間に選ばれて，

もう来週から始まりますと言われて，本当にあっという間に始まり，終わってしま

った感じがしたのですけれども，その短い期間の中でも集まった方々といろいろ意

見交換をしつつ，一つの目標に向かっていくという裁判をやることができて，自分

で立候補してできることでもないので，とても貴重な体験をさせていただいたと思

っております。実際に裁判所に来るまで，あまり縁がなかったということもあるの

ですけれども，開かれていない閉鎖的なところなのかなという印象もあったのです

けれども，実際裁判官や職員の方々とも接して，とても皆さん親切に御対応いただ

きまして，参加すること自体は不安だったのですけれども，何かとても嫌な思いを

したとか，そういうこともなくできました。 

（司会者） 

 どうもありがとうございます。では，４番の方，感想をお願いいたします。 

（４番） 

 裁判員という制度があるのは知っていたのですけれども，確率が低いということ

を聞いていたので，自分には縁がないことだろうと油断して生活していたのですけ

れども，いきなり最高裁判所から封筒が家に届いて，これは何かの運命に違いない

と思いまして，大変な仕事を引き受けることになるというのはわかっていたのです

けれども，選ばれるといいなと思いながらこちらに足を運ばせていただきました。
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実際来てみると，裁判所は今まで全く縁がなくて，どういうところかもわからず，

入口もわからないような状態だったのですけれども，いざこちらに来てみれば，裁

判官の皆様を初め事務の方々も親切にいろいろなことを教えてくださって，何もわ

からずおろおろという気持ちだったのですけれども，心配を払拭してくれるような

準備をしていただいて非常にうれしかったです。そういう意味で，心の負担はかな

り少なくできたので，非常にありがたく思っております。裁判に参加するなどとい

うことは，普通に生活していたらまず経験はないと思いますので，本当によい経験

をさせていただいたなと思っています。私も職場に裁判員に選ばれましたのでと伝

えたところ，そんなの聞いたことないよと。本当に確率が低いのだなと改めて実感

しました。ちょっとここで運を使い尽くしたかなという感じもしたのですけれども，

今後こういうことは恐らくないのかなと思いましたので，今この時期に選ばれて非

常によかったなと思っています。ありがとうございました。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。それでは，５番の方，感想をお願いします。 

（５番） 

 裁判員裁判という制度になったときからもし選ばれたら参加しようという積極的

な気持ちでいましたけど，実際裁判員の選任のときにも３０人ぐらいいまして，ち

ょっとこれは難しいなというところで決まりまして，ちょっと興味がありましたの

で，うれしかったです。実際４日間公判審理と判決が出るまで参加させていただき

まして，実際に判決が出るまで裁判官の方と一緒に評議に入りまして，判決が出る

までにいろいろなそれぞれの意見があって，やはり人を裁くということは大変だな

ということが実感です。以上です。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では最後に，６番の方，感想をお願いします。 

（６番） 

 私の場合，たまたまですが，確率が低いという話だったんですが，私の職場の左
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隣の方が去年選ばれまして，いろいろと話をちょろちょろと聞いていました。知識

としては多少はあったのではないかなとは思っていたんですが，それでもまさか自

分は選ばれないと思っていましたが，そんなに確率の低いものに選ばれないだろう

と思って高をくくっていました。どうなんだろうなと女房なんかとも話して，そん

な人を裁くなんてことを一般の市民の人がしていいのだろうかとかいろいろ話もし

ていました。私自身も断れるのであれば断りたいなと思っていたのですが，断る条

件なんかを見ても，通常の理由では断れないということで，淡々と日々が過ぎてい

って，最終的に選ばれましたということで参加しました。３０人ぐらい会場に来て

抽選ということで，６人の方が選ばれまして，外れてラッキーだなと思ったら補助

のほうに選ばれまして，せっかくだから，勉強のために参加してみようかなと思い，

心が変わりました。参加させていただきました。なかなかできない経験で，用語な

んかも通常自分たちの認識の用語と実際裁判の中で決められているのとちょっと差

があったのもいろいろわかりやすく裁判官の方に説明していただいたり，審理の中

で見せてもらいました。私たちが担当したものについては，両方とも争いのあるよ

うな罪状ではなかったので，テレビでやるような弁護士さんと検事さんが戦うよう

な場面はほとんどなくて，どちらも質問を出すような感じで行われたのですが，量

刑を決める段階で，心神耗弱状態で犯行に至ったのですが，その人がその状態だっ

たのかとか，いろいろみんなで議論ができてよかったなと思います。自分の考えと

は違う考えもあって，いろいろ勉強させていただきました。私も裁判が終わってい

ろいろなことをしゃべってはいけないというような感じで捉えていたのですが，具

体的なことを除いて逆に話して皆さんに広めてほしいという話もありまして，私も

機会あるごとにこんなことがあったというような話はするようにしています。選ば

れたら行ってみたらというような気楽な感じで，勉強になるのでというような感じ

で話をしたいなとは思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。今の６番さんのお話の中で職場の左隣の方が選ばれたこ
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とがあったということですが，これは裁判員に選ばれたということですか。かなり

レアケースではないかと思いますけど，ちなみに６番の方が参加される前にその左

隣の方はどんな感じのことを教えてくれたのでしょうか。 

（６番） 

 裁判の最中には，どういう答え方か，質問されたらどう答えるとか，私どものと

きとその前の先輩のときは，先輩のときはまだ始まったばかりぐらいで，裁判長が

一人一人質問をその都度したらしいのですが，私どものときは答えられないときは

その場で答えなくていいということを言っていただいて，控室に入ったときに質問

があったことを取りまとめていただいて，逆に聞いていただけた，言っていただけ

た。その場にいると，なかなかあの場で質問するというのは勇気も要るし，考えも

まとまらないので，その辺のところはよかったなと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございました。 

では，次の話題に行きたいと思います。負担感です。今回の事件は，法廷での審

理と評議，判決までが４日間，それに加えて前の週に選任手続をやっていますので，

５日間裁判所まで御足労いただいたことになると思います。いろいろとお忙しい中

を５日間来ていただいたことになりますけれども，実際この日数をとったことに対

する負担感，仕事上のこともそうだと思いますし，生活上のこともそうだと思いま

すけれども，そういった日常生活への御負担ということで，実際困ったとか，ある

いはこんな工夫をして参加したということがありましたら御紹介いただければと思

います。６番の方からお願いします。 

（６番） 

 私の場合は，特に負担を感じませんでした。会社なんかもすごく理解のあるとこ

ろで，逆に珍しいことに選ばれてすごいですねという話があったので，機会があっ

たらその話をしてくださいと上司にも言われていて，帰ってからも特に自分に負担

になるようなことはなく，上司とも気楽に話せたというところです。 
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（司会者） 

 サポート態勢が整っているということで大変ありがたいと思います。では５番の

方，お願いします。 

（５番） 

 先ほども申し上げたように，裁判員裁判にちょっと興味がありましたので，特に

負担感というのはありませんでした。かえっていい経験ができたと思っています。 

（司会者） 

 お仕事との兼ね合いはどうでしたか。 

（５番） 

 仕事は，サービスの営業をしていますけど，たまたまそれほど忙しくなかったの

で，別に負担感はなかったです。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 上司に伝えたところ，むしろ頑張ってきなさいということで，非常に理解を得ら

れて，休ませていただいたのですけれども，４日間と，あと選任手続もありますの

で，仕事の内容によってはなかなか休めない，もしくは参加したくても仕事に穴を

あけられないという方もいらっしゃるのではないかなと思って，そちらのほうはち

ょっと心配なのかなという気持ちになりました。自分自身は快く休ませていただい

たので大丈夫だったのですけれども，それだけです。 

（司会者） 

 生活のほうの御負担はなかったでしょうか。 

（４番） 

 家では，大ざっぱなというか，表面的な内容には触れないような程度で話をした

り，あとちょっと交流のある方と少しお話をすることができたので，私自身の負担

感はかなり少なく済みました。 
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（司会者） 

 ありがとうございます。では，３番さん，お願いいたします。 

（３番） 

 私はもともと，選ばれるとは全く思っていなかったのですが，この制度に興味が

あったので，負担を感じることはありませんでした。また，期間の間に１日お休み

がありますので，その間に自分の考えをまとめたりする期間があったので，よかっ

たかなというふうに思っております。私が参加した裁判は７月だったのですけど，

現在転職をしまして，今新しい会社にいるのですけれども，そこの会社，今日もお

休みをいただいてきたんですが，そこでも割と理解がありまして，今日も快く送り

出していただきました。新しい会社の人と話をして，私はちょっと参加できないな

とかという人も結構いたのですけれども，そういう人も話を聞いていくと，この制

度のことをあまりよく知っていない方が多くて，もうちょっと理解を深めることが

できたら，負担とか，そういうことも減っていくのかなというふうに感じました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番さん，お願いします。 

（２番） 

 負担感，私個人は特にないのですが，会社の中を見てみますと，受け持っている

職種の方によっては４日間というのはちょっと厳しいのかなというところがありま

す。その４日間が短いのか長いのか私もよくわからないのですけども，例えば１週

間とか１０日間とか，そうなってくるとかなり負担度はもちろん増えてくるのでは

ないかなと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，１番さん，お願いします。 

（１番） 

 他の方も言っているとおり，仕事によっては４日間は難しい人もいるでしょうし，

時間のある方は大丈夫，職場によってだと思うのですけど，私は４日間だったので
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すけど，４日間といっても丸一日かかったのは１日目と２日目で，あと後半の３日

は早く終わって，午後２時とかに早く終わって，何か自由時間ができたような感じ

で余裕があったので，自分自身はそんなに負担には感じなかったです。 

（司会者） 

 ありがとうございました。大分職場の御理解があるというところは大変心強くお

聞きしましたけれども，他方で事情があって辞退しますという方も非常に多いわけ

です。この辺り，先ほど３番さんがおっしゃっていましたけれども，我々のほうで

も制度の説明をもう少し山梨県の皆さんにしなければいけないというところが多々

あるかなと思っていまして，裁判所のほうでも裁判官などが出ていって出前講義の

ようなものを行ったりとかというようなことをこれからもやっていきたいなという

ふうに思っているところです。やはり制度を理解してもらうことが参加のための環

境整備の第一歩かなというふうに我々も思っておりますので，その辺はこれから頑

張っていかなければというふうに思っております。 

次に，法廷での裁判のことを聞きたいと思いますが，証拠調べのわかりやすさ，

裁判員裁判のスローガンとして，目で見て，耳で聞いてわかる審理というのをスロ

ーガンに挙げていて，昔の裁判はたくさんの書面を裁判官が裁判官室で読むという

ような裁判をしていたわけですけれども，それではもうとても無理だということで，

検察官と弁護人も証拠を絞ってもらって，ただ読み上げるだけではなくて，関係者

などで法廷に来てもらえる人には来てもらって直接話を聞くというような方法にシ

フトしていって審理のやり方を工夫しているわけです。皆さんが聞いた法廷での審

理がわかりやすかったかどうかというところで感想をいただければと思いますけれ

ども，辛口のコメントも大変よろしいかと思いますので，いただければと思います。

１番の方からお願いします。 

（１番） 

 私は特にわかりづらかった点はなくて，むしろ一人一人に資料が配られたりだと

か，席にモニターがあってちゃんと見られる状態だったので，特にそういうところ
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の不満は感じませんでした。 

（司会者） 

 ありがとうございます。２番さん，お願いします。 

（２番） 

 資料の説明とか細かにしていただきまして，わかりづらいところというか，そう

いうところはなかったように感じます。強いて言うとすれば，事件に直接携わった

人ではなくて，その周りの家族だったり関係者だったりというところの説明がもう

少しあってもよかったのかなというふうには感じます。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，３番の方，お願いします。 

（３番） 

 私も特にわかりにくかったという点は，説明をいただいたりとかしましたので，

ありませんでしたが，強いて挙げさせていただくのであれば，検察官の方に提出い

ただいたまとめた資料がとても見やすくて，一目で時系列からポイントとかという

のがとてもわかりやすい資料だったのですが，私が参加させていただいた事件につ

いては，弁護人の方がちょっと御年配だったからというのもあるのかもしれないで

すけど，資料がとてもわかりづらくて，２つ並べても一目瞭然，わかりやすい，わ

かりにくいという，そういう資料でした。私は，６番さんと５番さんが担当された

事件も傍聴人として参加させていただきまして，そのときちらっと見た資料は，そ

のときの弁護人の資料は割と細かく書かれていたように思いましたので，事件によ

っても違うのかなというふうに感じました。私が担当した事件に関しては，資料が

もうちょっとわかりやすければよかったなというふうに思いました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 私も３番さんと同じ裁判に参加しましたので，やはり検察官の方が作ってくださ
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った資料は非常にわかりやすくて，この資料を裁判員裁判のために作ったという労

力もまた大変だったのではないかと思います。そういう意味では，検察官の方の負

担になっているのかなという気もちょっとしたのですけれども，お仕事だから大丈

夫なんですか。非常に見やすくまとめられていたので，素人目にもはっきり時系列，

内容が全てわかるようになっていたので，非常にうれしかったです。弁護人は，多

分いろいろな方がいらっしゃると思うので，その方の個性が出るのかなという感じ

はしました。もうちょっと詳しく答えていただけるとありがたかったかなと思いま

す。特に不満は感じませんでした。 

（司会者） 

 ありがとうございます。検察官，今ちょうど話題が出ましたので，この資料を作

るのがとても大変で負担になったのではないかという辺り，何かコメントいただけ

ればと思います。 

（検察官） 

 実際作成するときは，自分はわかっている事件だけれども，これは第三者に特に

難しい言葉をどこか使っていないかなとか，そういった面も考えながらその資料の

作成に気を使ってはいます。間違いないかなとか，言い回しがもうちょっとわかり

やすくならないかなとか，そういうのを考えながらなので，確かにちゃんと見やす

く作るというのは時間がややかかる面はあるんですけれども，それでわかっていた

だけるのが何よりなので，そう言っていただくと本当にうれしいです。ありがとう

ございます。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では次に５番の方，わかりやすさについてはいかがでし

ょうか。 

（５番） 

 私が担当したのは，被告人が１１０番通報しているということで，その録音のテ

ープが流れましたし，また検察官，弁護人の資料もすごくわかりやすかったです。
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ただ，関係者の質問でちょっと質問の意図がわからない部分，専門的なことが多く

てわからなかったところもありました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 

 まず一番感じたことは，今回私たちが担当したのは一種の密室殺人みたいな感じ

で，被告人と子どもしかいないところで起きたのです。心神耗弱状態でやったとい

うところが本当にそうなのかというところ，鑑定医の話などを聞いてそうだろうな

とは思ったのですが，１１０番通報されて，その音声が流れたところ，警察官との

やりとりなどを聞いて，生々しいその実際のところを聞くと，本当にそうなのかな

というようなことが実感できたというところです。あと，モニターを使った証拠調

べなどをしたりとかビジュアル的にわかりやすい資料で大変よかったと思います。

書面については，検察官の資料というのは時系列的にまとめられている感じだった

のですが，弁護人の資料もＡ３のペーパーのようなパワーポイント形式でわかりや

すいなと思いました。世代によってその辺の捉え方はなかなか難しいのではないか

と思いますが，その立場で見せたい見せ方があると思っているので，両方ともそれ

なりによかったなと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。５番さん，６番さんが参加された裁判の弁護人の資料の

評判がいいのですけど，ちょうど弁護人が来ていますので，資料作成の御苦労など

いただければと思います。 

（オブザーバー 藤巻弁護士） 

 オブザーバーで出させていただいております弁護士の藤巻です。私は，５番さん，

６番さんが担当された事件の弁護人をやっておりました。資料のところですけれど

も，先ほどもお話に出ましたけれども，検察官の資料と弁護人の資料を見比べると

いうお話は前から聞いていましたので，第一印象で検察官の資料よりも見た目がわ
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かりにくいとなってしまうと，話をする以前に弁護人の人はわかりづらいなと思わ

れてしまうのが嫌だったので，なるべく検察官の資料と見劣りがしない程度にまと

められればというところで役に立ったというところです。 

（司会者） 

 ありがとうございました。 

それでは，今５番さんから，鑑定医の先生，精神科医のお医者さん，この尋問が

わかりづらかったというお話があって，これは専門家を呼んできて専門家の話を聞

いたということで，５番さん，６番さんの事件もそうですし，３番さん，４番さん

の事件もそういうことがあったということですが，これについてもできれば御感想

をいただきたいと思っています。６番さん，この辺はどうですか。 

（６番） 

 用語的には確かに難しいところがあって，５番さんが言われたところもありまし

た。ただ，症状がかなり今回の事件に影響しているか否かというところがポイント

になるところで，先生の鑑定の意見というのはかなりのポイントになったのではな

いかなというところで，証言として聞かれて，内容的には難しかったのだろうけれ

ども，結論としてはすごくいいポイントだったのではないかと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，４番の方，精神科のお医者さんの尋問のわかり

やすさについてはどうですか。 

（４番） 

 専門家のお医者さんが客観的に見て判断を下していただけるということで，すご

く参考になるということで，お医者さんの判断が大きく結果に左右してくるのかな

という感じはしました。ちょっと専門用語等も多かったので，私も頑張ってメモを

とってみたのですけれども，なかなか自分の中でうまく処理し切れない部分は多少

ありました。ですが，専門的な意見を聞けたということで，とてもよかったです。 

（司会者） 
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 ありがとうございます。３番さん，精神科のお医者さんの尋問のわかりやすさ，

どうでしょうか。 

（３番） 

 私は特に難しく感じたことはありませんでした。その都度御説明いただいたり，

あと専門用語とかちょっとわからない点もあったのですけれども，その中で質問さ

せていただいて，詳しく御説明いただきましたので，特に疑問なども残らずに進め

ることができたと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。精神科のお医者さんの話を聞くというのはなかなかいつ

も難しいところで，もちろん法律家のほうで上手にわかりやすい説明をしてもらう

ように事前に準備をしなければいけないというところかなという気もしております。

ここまで証拠調べのわかりやすさのお話を聞きましたけれども，裁判官から何かあ

りますか。 

（裁判官） 

 先ほどの精神科のお医者さんから話を聞くところにつきましては，裁判所のほう

でもなるべくわかりやすく，専門用語が出て難しいというのは，裁判官でも難しい

ところがありますので，わかりやすく裁判員の方に理解してもらうよう工夫はして

おりまして，今回の５番さん，６番さんの裁判の場合ですと，事前に公判準備の段

階でお医者さんに来ていただいて，こういうポイントで説明してくださいとか注意

点等もちょっとお話をして，そういう説明の機会を持ったりもしました。また，５

番さん，６番さんのときにも採用しているのですが，最初にプレゼンテーションを

していただく形で，そのほうがわかりやすいのではないかということで，そういう

工夫なんかもしておりまして，今後も皆さんの御意見を伺って，よりよい方法をこ

れから模索していきたいと考えております。 

（検察官） 

 検察官としてもやはりわかっていただくことが一番なので，裁判所で三者で事前
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にお医者さんも含めて話し合いをして，こういうところをポイントに話してくださ

いというような話をしているのですが，それとはまた別に検察官からも先生が考え

ているよりももっともっと専門用語はわかりにくいものですと説明して，そこで出

てきた用語でパワーポイントも先に見せていただいているのですけど，わからない

用語が結構たくさんあります。これはわからないので言い替えてお願いしますとか，

そういうことを何とかしてわかりやすさを求めるようにしているのですが，これか

らももっともっとポイントのところであるとか尋問のところであるとか，そういっ

たところで専門用語とか，そういったところをわかりやすいようにしていきたいな

と思っています。 

（司会者） 

 では，弁護士からも先ほどのお話を聞いてコメントがあればお願いします。 

（弁護士） 

 検察官の冒頭陳述のときとか見やすいというのは，私たちが見ても確かにそうだ

なというふうに感じているところで，先ほどいろいろ個性が出るという話がありま

して，それはおっしゃるとおりで，ただ弁護士の中でも情報を共有して，なるべく

私たちもわかりやすく理解していただくということを共有しているところは変わら

ないので，ぜひ先ほど紹介のあった評判のよかったものを弁護士会でも共有して，

それぞれの個性，それを土台にして，いい方向に向かうように努力していければと

思っております。 

（司会者） 

 ありがとうございました。 

では，次のテーマにいきます。検察官，弁護人の活動について，書面のところも

そうなのですが，例えばプレゼンのときの声の大きさやスピード，あるいは尋問の

ときの尋問のわかりやすさなどについて検察官，弁護人の活動はどうだったかとい

うことをお聞きしたいと思います。実際にやった当人たちを目の前にして語りにく

いかもしれませんけれども，我々としてもよりよい裁判員裁判を実現していくため
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には，むしろ辛口なコメントをいただければなお一層ありがたいなと思っています

ので，コメントいただければと思います。では，１番さん，お願いできますでしょ

うか。 

（１番） 

 普段検察官，弁護人の方との関わりはもちろんなくて，裁判員として裁判に参加

してもあまり直接関わる機会はないと思うのです。裁判官の方とはよく話をしたの

ですけど，今お話を聞いて，私たちの知らないところでというか，資料をわかりや

すく作ってくれたりとか，わかりづらい専門用語の出てくる事件のことも考えてく

ださったりとか，私たちにはわからないところで苦労されているのだなというのが

よくわかりました。 

（司会者） 

 では，２番さん，お願いします。 

（２番） 

 検察官の方が話をされていたときに，ちょっと自分の記憶も曖昧なのですが，何

かちょっと早口で聞き取れないところがあったかなというふうに記憶の中にありま

す。あと，その事件に関しては，シートベルトをしていれば助かった，助からない

という意見も出たのですが，そのときに何か判断材料になるようなものがいただけ

ると，例えば何％ぐらいの確率で助かったかというような具体的な数字を出してい

ただけるともっとよかったのかなというところは感じました。あと，弁護人の方に

ついては，少年が犯した罪をどう弁護して刑を減らすかというところだと思うので

すが，なかなか減らすに減らせないような内容も多々あったと思うんですが，資料

をもう一つ何かつけ加えていただけるとよかったのかなというふうに感じました。 

（司会者） 

 では，３番の方，お願いします。 

（３番） 

 法廷では，マイクは多分固定だったと思うのですけれども，場合によっては検察
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官の方や弁護人の方がちょっとマイクの音が遠いなと感じたことがありまして，裁

判員に選ばれた方に結構高齢の方がいらっしゃったりとかもしたので，もしかした

らイヤホンとかあってもいいのかなというふうに思いました。私が担当したときの

弁護人の方はあまり工夫というか，普通によくイメージする感じの弁護人の方だっ

たのですけれども，その後に参加させていただいた５番さんと６番さんの裁判では，

劇場型というか，何か抑揚があってわかりやすい感じで，弁護人の方によっても結

構違うんだなというふうに思いまして，さっき情報交換とか意見交換みたいな話も

ありましたけど，よりわかりやすい感じに持っていっていただけたらいいなという

ふうに思いました。また，先ほど検察官の方からもわかりやすい資料作りのことに

ついて，もうちょっとわかりやすい言葉でとお願いしているという裏話が聞けて，

それだけでも参加してよかったというふうに感じました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。國澤弁護士，抑揚のある何か練習とかしたのですか。 

（オブザーバー 國澤弁護士） 

 練習はしていないのですが，参考にする先生方がいっぱいいらっしゃるので，さ

っきの情報共有の話じゃないですけども，いいところはどんどん取り入れてという

ふうには思っております。 

（司会者） 

 では，４番の方，検察官，弁護人の活動について，感想をお願いします。 

（４番） 

 私も３番さんと一度傍聴に行ったのですけれども，やはり弁護人の方が違うと大

分雰囲気も違うのかなという感想を持ちました。何が良くて何が悪いのかはわから

ないですけれども，大分雰囲気が変わるんだなということを思いました。裁判員裁

判だから多分すごく細かく説明等もしてくださっているのかなと。むしろ普通の裁

判とかは，検察官の方とかはもうちょっと別な雰囲気の内容の話になるのかなと今

ふと思ったのですけれども，裁判員というこの素人たちが参加させていただく裁判
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なので，わかりやすく説明していただき非常にありがたいと思いながら裁判に参加

しておりました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 今回裁判員裁判に参加させていただいて，先ほどの資料の出来具合を見ても，特

に仕事とはいえよくやっているなという感じです。検察官，弁護人も証拠調べのと

き証人に質問して，裁判員にまた続いて質問して，わかりやすかったです。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 

 私が感じたのは，今回私たちが担当したのは両方とも量刑のところぐらいしか争

点がなかったのですが，検察官と弁護人の質問を聞いていて，両方とも同じような

系統の質問だったのではないかと感じていました。検察官の方も弁護人に近いよう

な質問をされていて，最終的に出てきた求刑のところで「強い殺意」という言葉が

述べられていて，審理の中でもその辺のところが結構皆さんこだわられていて，そ

の流れの中で求刑に出てきたのとちょっと差異があったように私は感じました。審

理の中でもそこのところが結構みんなこだわっていて，病気で犯行に至ったのです

が，「強い殺意」というところがみんな違和感があって，その辺のところが結構こだ

わられて，みんな意見が出ていたような印象を持っていました。検察官の方が「強

い殺意」を最後に言ってくる割には，質問が簡単というか，そんな感じを持ちまし

た。 

（司会者） 

 今の６番の方の感想は，それまでの法廷での質問のやり方とか証拠の出し方が割

と弁護人とそんなに違わない優しめのような感じの検察官の活動をしていたのに，

求刑になったら急に何か厳しめになったという違和感ということですか。 
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（６番） 

 厳しめになったというか，求刑の内容，最後のところで，質問の流れとしては，

その病気のところでそうなっていったんですよねというような雰囲気で両方とも話

をしていたのですが，出てきたところでは強い殺意という，そのギャップみたいな

ものを感じました。 

（司会者） 

 貴重な御意見ありがとうございました。検察官，弁護士のほうで感想はございま

すか。 

（検察官） 

 難しいところで，確かにそのとおりなのです。求刑のところでは，検察官として

の立場でどう言おうかなというと，被告人をその場で責めても仕方がないというと

ころなので，弁護人と検察官，特に５番さん，６番さんが一緒にされていた事件は

争いがそんなにないのです。よって立つところもほとんど変わらなかった状態だっ

たので，その中で求刑のところで使う言葉とそれぞれの訴訟とのギャップというの

は，おっしゃられると確かにと思うので，今後ちょっと考えていかなければいけな

いのかなというところはあります。 

（司会者） 

 ありがとうございました。弁護士からは何か。 

（弁護士） 

 先ほどお聞かせいただきまして，あと一押し何かあればというところがあったと

いうことで，確かにそのようなところがあったのかなということで，今後の課題と

して考えていきたいというところで，あまり関係ないですけれども，補充裁判員の

方も来ているということで，弁護人のところから補充裁判員の方ってほとんど顔が

見えないんです。声とか届いているか大丈夫なのかなというのはちょっと不安に思

っていたのですけれども，そういうところで何かあれば，例えば聞きづらかったと

か等あれば，言っていただければと思います。 
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（司会者） 

 ５番さん，どうですか。 

（５番） 

 声は聞きやすかったです。顔もよく見えました。 

（司会者） 

 では６番さん，どうですか。 

（６番） 

 私も，声の量とか，そういうのは別に違和感を感じていませんでした。立場はそ

の場で質問できない形だったのですが，質問があったら裁判官を通してとかという

こともできる形式になっていましたので，形は補充裁判員でしたけど，そんなに違

和感は感じなかったし，環境もよかったと思います。 

（司会者） 

 それでは，次の話題のほうに移りたいと思います。今回の事件は３件とも一番大

きな争点は量刑ということでした。裁判員裁判の仕事は２つあるという説明を毎回

させていただいているんですが，一つ目が有罪か無罪かの判定であり，二つ目が有

罪であった場合には被告人に科すべき刑を決めることであり，有罪か無罪かという

のは白か黒を決めるということなんですが，刑の重さを決めるというのは，幅のあ

ることを決めなければいけないという難しさもあって，独特の難しさがあるなとい

うのを裁判官としても感じているところです。そこで皆さんにも，その量刑，刑を

決めるに当たっての難しさというか，感想というか，感じたことをお話しいただけ

ればと思います。それでは，１番の方からお願いします。 

（１番） 

 量刑を決めるときは本当に悩んで，私が一人の人の人生にかかわることに口を出

していいのかと悩んだんですけど，私が受け持った事件の被告人は少年ということ

もあって，私も子どもがいるのですけれども，その親の立場で，もし自分の子ども

だったらという，なるべく厳しめに考えていて，でも他の方の意見も聞いてみると，
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それは重過ぎるとか意見が出ていたのですけど，私一人の意見で決められるという

わけではないので，皆さんの意見で，もちろん裁判官の方の意見も聞きつつ多数決

になるので，人に合わせることはないのかなと思っていました。自分の中で納得で

きる意見を言うことができました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番の方，量刑を決めるに当たっての感想をお願

いします。 

（２番） 

 補充裁判員ということで参加させていただいて，決議権というか，そういうもの

はなかったのですが，いろいろ発言とか意見は言わせていただけたので，よかった

かなと思います。人の人生を左右することを決めるのですから，よく考えて皆さん

参加されていたんじゃないかなというふうに感じています。本当に公平公正という

か，日本は平和だなと。最近フィリピンとか非常に殺されている方が多いので，平

和でいい国だなと改めて感じています。 

（司会者） 

 では，３番の方，量刑の感想をお願いします。 

（３番） 

 私が担当させていただいたのは，有罪であることは争いはないのですけれども，

執行猶予がつくかつかないかというところで争っていまして，結構法廷でいろいろ

話を聞いていて，私の気持ちは大分決まってはいたんですけれども，私だけの意見

じゃないですけど，ここで決めたことによって被告人の方の今後の人生の方向性が

決まってしまうのかなというふうに考えると，気持ちが決まってはいたんですけど，

重いものを感じました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，お願いいたします。 

（４番） 
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 量刑を決めるというのは，１年，２年の違いでも大分違う。その当人にとっては

４年と５年では大分違うんだろうなと思いますし，ちょっと心の負担にも若干なっ

たことは間違いないです。でも，皆さんと話を詰めていったり，あとどの程度の量

刑が妥当なのかということの参考として類似の事件の量刑の表のようなものを用意

していただきまして，あれが非常に参考になって，これを見ながら，これでも大丈

夫かなと自分の中でも少し納得させながら話を進めることができたので，その資料

はすごくありがたかったです。 

（司会者） 

 では，５番の方，量刑についての感想をお願いします。 

（５番） 

 私が参加した事案は，実刑か執行猶予がつくかということで，執行猶予は３年以

内でないとつかないということを初めて知って，それがまず勉強になりました。そ

れぞれその執行猶予の期間もいろいろな意見がありまして，やはり人を裁くという

のは大変だなと感じました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 

 私が担当したのは，被告人が病気であるということを含めて有罪かというところ

もあって，そこからスタートして，そこからどういう手順でやっていくかというの

を裁判官の方に審理の中で説明していただいて，流れもよく理解できました。それ

を決めるのもいろいろな裁判の中で提示していただいたものを参考に皆さんで相談

して決めることができました。先ほどの方も言っていらしたように，量刑を決める

中で過去の事例を見せていただいたりして，それも結構参考になりました。ただ，

あまりそれを参考にし過ぎると，それに沿ったような判決になっていってもまずい

なと思っていて，ただそれを含めて何人かで話し合った意見の中でうまくまとめて

いっていただいたので，よかったのではないかと思っています。 
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（司会者） 

 ありがとうございます。有罪か無罪かというところは割り切れるところもあると

思うのですが，なかなか量刑は割り切れないところもあって，裁判官もそうなんで

す。同じようなところがあって，最後決めたことを引き続き受けるのが量刑だとい

うようなことを先輩から私は教わってきたりもしていて，そういうものだと思って

います。そういう点では，やはり少し重たい仕事をしていただいたというふうに思

っていますけれども，ちょっとその話題で次のテーマに移るのかなと思っているん

ですが，裁判をやっていただいて，非常に責任のある仕事をやっていただくという

ことで，最後まで頑張ってやっていただいたわけですけれども，裁判員を終えてか

ら裁判のことを思い出して，ちょっとこれはつらいとか不安だとか，そういうこと

があるかどうか，あるいはそれはそれで，自分としては精いっぱい参加したんだか

ら，もう悔いはないと思っておられるのか，あるいは終わってから何か思うところ

とかもしあれば，お聞かせいただければと思います。では，６番の方からお願いし

ます。 

（６番） 

 私が一番今回裁判が終わって感じたのは，判決が裁判長から言い渡されて，被告

人に最後に言いたいところ，そこのところで，みんなでいろいろこんなことも言っ

てほしい，こんなことも言ってほしいということを言って，文書にまとめていただ

いたのですが，裁判員裁判で裁判員の人たちの被告人に対する心情みたいなものを

表せるのはそこの最後の言いたいところというところに結構出てくるような気がし

ていて，判決なんかは極端なことを言うと，事例に沿ってそこそこのところをはみ

出ることはないと思うんですが，そこのところで結構その集まった人たちの被告人

に対する今後の心情みたいなものが結構出せるいい場面ではないかと思います。量

刑とか専門家以外の一般の人が集まって，その人たちが意見を言える一番いい機会

ではなかったのかと思っています。あと，負担面については，特に思っていたほど

の負担もなく過ごせたので，いい勉強させていただいてありがとうございました。 
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（司会者） 

 ９月に終わられてから今までの間に例えば裁判のことを思い出して，よかったの

かなとか，また考え込んでしまうとか，そういう終わった後の裁判員をやったこと

に対する感想みたいなものはどうでしょうか。 

（６番） 

 特に負担になったとか，そんな判決を出してしまってとか量刑を決めてしまった

というのは，その協議の中で結構真剣に話し合って，自分でも納得したようなとこ

ろもありますので，そのことについては特に私的にはございませんでした。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，裁判が終わった後の感想です。 

（５番） 

 特に負担は全然ありません。今回の事案は，自分の障害者の子どもを，またお母

さんも病気でという，どちらかというと同情するような事案だったので，その事案

にもよりますけど，特に負担面はありません。ただ，この裁判員を受けてから，裁

判員裁判，裁判について関心が持てたことは事実です。 

（司会者） 

 ありがとうございます。４番の方，裁判を終えてからの負担面などどうですか。 

（４番） 

 思ったよりも負担感はありませんでした。話し合いの最中でしっかり自分ではた

くさん話し合って，納得して量刑も決めたと思っておりますので，その点に関して

は，これはもうこうだったんだと消化することができて，そういう意味では事件に

対してそういう負担等はなかったです。ですが，内容について誰かと感想を話せる

と，もちろん同じ境遇の人でないと話せないのですけれども，そういう機会がある

とないとではその後の負担感や裁判員制度に対しての感想も大分変わるのかなとい

う気がします。今まで裁判といってもほとんど自分とは縁がない世界かと思ってい

たのですけれども，初めて裁判所に入ることができましたし，傍聴してみようなん
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ていう，それまでの私ではとても信じられないようなことまですることができまし

たので，とてもいい経験をさせていただいたなと思っております。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，３番の方，裁判が終わってからの負担面などの

感想についてどうですか。 

（３番） 

 被告人が割と複雑な家庭環境で，ちょっと同情できる部分がある人だったので，

判決が出てからもその後大丈夫かなというふうにちょっと考えてしまった面があり

まして，私は４番さんとその後の連絡がとれましたので，その面で話すことができ

て，ちょっとそういう面ではよかったのかなと思いましたが，急に集まって即解散

という感じで，人によっては抱えたまま誰にも言うことができず，もやもやしてし

まっている方もいるのではないかなというふうに思いました。参加させていただい

てからニュースでそういう事件を見ると，この後裁判員裁判かなというふうに思っ

て何か違った見方ができたり，裁判所とか裁判というものに興味が持てたかなとい

うふうに思います。 

（司会者） 

 裁判員裁判になるのかなというのは，我々もいつも思っているところです。あり

がとうございます。では，２番さん，お願いします。 

（２番） 

 特に負担を感じることはありませんでした。皆さんおっしゃっているように，裁

判に対する関心が以前にも増して強くなったのかなというふうに感じております。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，１番さん，お願いいたします。 

（１番） 

 私も皆さんと一緒で，裁判員になる前よりも経験してみてからのほうがさらに興

味が増したというか，関心が高くなって，ニュースなどでも気にはなって，よく記
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事を見たりとかその関連のことを見るんですけど，私の担当した事件は有罪，無罪

とかではなく量刑を決めるだけだったんですけど，ここが難しい事件もあると思う

んですけど，そういう事件だとまた自分が関わるのも精神的に大変になってくるの

かなとか，ほかの事件ですけど，暴力団に声をかけられたとか，そういうもっと凄

惨な事件だとかの裁判員の方の負担というのも耳に入ってきたりするので，自分は

そんなに残酷な写真を見たりとかはなかったので，そんなに自分の負担はなかった

んですけど，そういう大変な事件のときの人はちょっとどうなのかなと思いました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。それでは，最後の項目，皆さん実際に裁判員，補充裁判

員として裁判員裁判に参加されたということですけれども，実際に参加してみて，

これから裁判員裁判に参加されるであろうという方々へのメッセージをいただけれ

ばと思います。１番の方，お願いできますでしょうか。 

（１番） 

 裁判員の通知が来て，周りの人は絶対嫌だという声を聞いていたのですけど，私

がこの裁判員をやってみて，そんなに裁判所も怖いところではないし，皆さんとて

も親切に教えてくれて，わからないところもその都度丁寧に教えてくれるので，そ

んなに難しいことではないのかなと。絶対にやってみて損はないと思うんです。い

い経験になるので，そんなに構えないでやってみてくださいと言いたいです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番の方もお願いします。 

（２番） 

 先日ですが，自分の身近で通知が来たけど断ってしまったという方がいたのです

が，経験とか勉強とかにはもちろんなると思いますので，仕事とかいろいろあると

思うんですけども，時間が取れるのでしたらぜひ参加してみてもらいたいなと思っ

ています。 

（司会者） 
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 ありがとうございます。では，３番の方，お願いします。 

（３番） 

 先ほど申し上げましたが，手を挙げて自ら参加できるものではないですし，通知

が来て，そして最後に自分の番号が表示された時点でもう運命なのかなという感じ

がするので，確かにちょっと重い気持ちになったりとかするかもしれないんですけ

れども，本当に普段見えないいろいろな社会の側面が見えたりとか経験ができたり

すると思いますので，周りの方にぜひともアプローチしてもらって参加していただ

けたらと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 裁判に参加するということで，敷居が高く感じるかもしれないですけど，私もち

ょっと一瞬迷ったんですけれども，通知をいただくということだけでも大分ラッキ

ー，もし通知が来たら，これは自分の新しい世界を開くいいチャンスだと思ってぜ

ひ参加していただければなと思います。お仕事が休めない場合もあるかと思います

が，意外と話してみれば上司の方も理解を示してくれるかもしれませんので，チャ

レンジしてみてはいかがでしょうかと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 私は裁判員裁判に参加して，緊張の余り，あまり積極的になれなかった部分があ

るので，参加する以上は，もちろん心配，緊張はあると思うんですけど，自分の日

常生活においての倫理観をもって積極的に評議で裁判官に意見を述べて，また裁判

員になれば被告人に質問することもできますので，もしわからないことがあったら

積極的に質問をしたほうがいいのではないかと思います。 

（司会者） 
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 ありがとうございます。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 

 私の先輩が選ばれていたという話をしたのですが，選ばれちゃったんだよと言っ

たときにその人も「いい勉強になるから行ってこい」なんて気さくに話をしてくれ

ました。私も他の方が近い方で選ばれたら本当にそういう気持ちで今います。積極

的に参加できるような環境ですので，参加していただきたいと。参加したからには

積極的に意見を言っていただく，それが必要じゃないかなと思っています。日本は

比較的強い意見を言う人の意見に引きずられる社会ですので，積極的に意見を述べ

ていただきたいと，そういうふうに思います。 

（司会者） 

 ありがとうございました。それでは，法曹三者の参加者のほうから全体を通じて

質問などあれば出していただきたいと思いますけれども，弁護士のほうからどうで

しょうか。 

（弁護士） 

 例えばこういう用語が最初聞いただけではちょっと理解できなかったとか，もう

ちょっとわかりやすく言ってほしかったということがあればということと，被告人

質問の時間等が適正だったか，ちょっと長くて集中力が厳しかったとか，もしくは

もうちょっと行けるよみたいなところがもし意見があれば聞きたいと思います。 

（司会者） 

 質問は２点で，その場で用語を聞いただけではちょっとわかりづらかったような

ことがあるかどうか，何かあればそういうことを指摘してほしいということと，も

う一つは被告人質問，被告人の話を聞く時間が長過ぎたか短過ぎたか，あるいはど

のくらいまでできるかどうか，こういう質問です。では，６番の方から何かあれば

お願いします。 

（６番） 

 特にはなかったように思っています。資料の話では，私どもが担当した方の資料
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はテーマの中に因果関係とか関係しそうなことがビジュアル的にあって，メモする

中でもこれとこれが関連づけてというような感じの資料だったので，資料として見

やすいビジュアル的なものを作っていただけるとこれからもいいのではないかなと

思います。 

（司会者） 

 被告人質問，被告人の話を聞く時間の長さはどうでしたか。 

（６番） 

 質問の時間等は，特に問題は感じませんでした。 

（司会者） 

 わかりました。では，５番さん，お願いします。 

（５番） 

 特にないです。次々質問が出て，わかりやすかったです。 

（司会者） 

 被告人の話を聞く長さはどうですか。 

（５番） 

 特に問題ないと思います。 

（司会者） 

 では，４番さん，お願いします。 

（４番） 

 特に問題なかったと思います。よく小まめに休憩が入ったという記憶があります

ので，このくらい休憩を入れていただいて，ちょっと冷静になったりとか考えをま

とめる時間があって，すごくよかったと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，３番さん，お願いします。 

（３番） 

 言葉などについては，随時メモをとれましたし，評議室のほうで裁判官の方から
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詳しく説明などもいただきましたし，特にこの言葉が難しかったなということは記

憶には残っていないです。時間のほうも特に長かったり短かったというふうには感

じていないです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番さん，お願いします。 

（２番） 

 適切な時間であったと思います。 

（司会者） 

 １番さん，お願いします。 

（１番） 

 私も特になくて，時間もこれより長くはしないほうがいいと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。それでは，報道機関の皆さんのほうから裁判員経験者の

方に質問があれば出していただきたいと思います。 

（朝日新聞記者） 

 朝日新聞です。先ほど６番の方が，判決はそうですけれども，最後の被告人に言

いたいこと，そういうところに御自身の意見とか，それが表れるとおっしゃってい

たのですけれども，法律の専門家ではない皆さんが裁判に参加したことで一般市民

の感覚というものを反映できたとお考えでしょうか。 

（司会者） 

 では，１番の方からお願いします。 

（１番） 

 さっきの量刑のところでも言ったのですけど，私は私なりに自分の思うような意

見を言えました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。２番さん，お願いします。 
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（２番） 

 一般的な市民として参加させていただいたので，十分反映はされていると思いま

す。私自身が裁判所とか警察とか内部の人間じゃないものですから，内部ってどう

なっているのかなと非常に興味を持てましたし，わからない部分もたくさんあって

興味は増しています。また，ちょっと私から質問なのですが，例えば限られた日に

ちの中で紛糾してしまったというか，意見がまとまらない場合はどうされているん

でしょうか。ちょっと教えていただけたらと思います。 

（司会者） 

 私の経験の中では，特にまとまらないということは過去なかったです。ある程度

意見がまとまらないときも考えた時間を取ってあって，それで恐らくまとまったと

きはちょっと早目に終わる日があるというような感じになると思います。大事なこ

とは議論が尽くされているかどうかということでして，皆さんいろいろなバックグ

ラウンドを持った方で，年齢層も違うし，仕事も違うわけですから，意見が違うの

は当然のことだという認識でいますので，そういう人たちが集まって議論を尽くす

ことが一番大事なんです。議論が尽きたと思えば，もうそれであとは投票するしか

ないと考えていますので，基本的にはその議論を尽くす中で，もうこれ以上議論し

てもというところで投票というところに至ると思いますので，一般の経験では，議

論が紛糾して，議論をもう尽くせない中で延ばすということはないものですから，

実際にそうなって，議論が終わらないけど結論を決めてしまうとは多分いかないと

思いますので，もしそうなったときにはお時間が許す限り少しまた長目に残ってい

ただくということをして，議論が尽きるまで議論はしたほうがいいのかなというふ

うに私としては思ったりしています。 

では，３番の方，お願いします。 

（３番） 

 私が参加させていただいたものについては生かされていたと思っています。私が

担当させていただいた事件は，執行猶予がついてもつかなくても，どっちに転んで
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もおかしくないなと，今までの量刑から判断するとそういう事件だったのですけれ

ども，裁判長はどんな意見でも聞いてくださって，何で突然その話になるんだと，

みんなプロではないので，意見がうまくまとまらなかったりとか，何で急にその意

見が出たんだろうみたいなこともたまにあったりとかしたんですけど，そういう意

見もうまくまとめてくださったりとか，あと評議の場ですごく話しやすい雰囲気を

作ってくださったりとかして，私も自分の思っていることをとめることなく全部言

うことができたと思っていますので，そういった点では自身の意見が生かされたの

ではないかなというふうに思っております。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番さん，お願いします。 

（４番） 

 皆さんの前で自分の意見を言うというのはなかなか勇気が要ることなので，話し

合いの場でもちゃんと意見を言えるんだろうかと心配だったんですけれども，話し

やすい雰囲気で，あと割と他の皆さんが積極的に発言していらっしゃったので，そ

れにつられて発言したというのもあります。そういう意味で，皆さんいろんな環境

だと思うのですけれども，言いたいことはしっかり発言されていたと思いますので，

そういう意味で皆さんきちんと自分の意見は述べられていたと思いますので，その

結果投票で決まったということで，議論は尽くされて，市民感覚も出せたのかなと

思っております。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 裁判員と補充裁判員と裁判官の限られた人数で評議，意見を交わしていますので，

いずれにせよ少人数でも市民の意見を反映しているのではないかと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，６番さん，お願いします。 
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（６番） 

 私の意見は，先ほど報道の方が言っていただいたとおり，最後のところで本当に

被告人に対して言いたいことをまとめていただいたというところで，ああいうとこ

ろで表れているのではないかと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。他にございますか。 

（山梨日日新聞記者） 

 山梨日日新聞社です。１番と２番の方に質問ですけど，答えられたらとは思うん

ですけれども，甲府で初めての少年に対する裁判員裁判ということで，その点に関

して，もちろん裁判員として臨まれるのは初めてだと思うんですけれども，少年を

裁くということについて難しい点でしたり悩んだ点がありましたら，お答えいただ

けたらと思います。 

（司会者） 

 少年が被告人だったわけですけれども，そういう事件を裁くことで難しい悩まれ

た点ということですけれども，１番の方からお願いします。 

（１番） 

 当時１９歳の少年だったのですけど，この子がこの事件を起こしたのは環境のせ

いもあったのかなとか，周りの影響だったりとか，この被告人だけの問題ではなか

ったのかもしれないという点で非常に悩むところだったんですけど，そのことにつ

いても皆さんといろんな話をして，納得する結論が出せたと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番の方，お願いします。 

（２番） 

 この裁判に参加させていただいて初めて少年事件は初めての事案であるというこ

とは知らされたような状況でして，過去どういうものだったかさえもわからずに参

加させていただいたのですが，事の重大性は非常にある事案だったと思いますし，
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少年だからといって許される部分ばかりではないというふうに思いまして，社会人

としてこれからやっていくに当たって，自分の罪を償ってもらうことで，先ほども

言いましたけど，ちょっと親目線も入りながら参加させていただきました。長い期

間ではあると思うのですが，刑を早く終えて社会に復帰していただけたらと思って

おります。 

（司会者） 

 他によろしいですか。 

（朝日新聞記者） 

 先ほど劇場型というお話がありましたけれども，説明のわかりやすさだけではな

くて，弁護人だとか検察官の方の持っている雰囲気だとか話し方というのが判断に

影響したと少しでも感じられたことはあるでしょうか。 

（司会者） 

 では，６番の方からお願いします。 

（６番） 

 私の担当した事案の場合，劇場型とか，そんな雰囲気のところはなかったと思っ

ていて，それなりに資料中心とか証言を中心に話ができていたので，それほどパフ

ォーマンス的なところが目立ったことはなかったと思っています。 

（司会者） 

 ５番の方，どうでしょうか。 

（５番） 

 あくまでも被告人の自白ですし，証拠調べですので，特にそういうものはないと

思います。 

（司会者） 

 ４番の方，お願いします。 

（４番） 

 資料はいろいろだと思うのですけれども，結局は話し合い，それぞれの裁判員の
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方や裁判官の方々の話や意見のすり合わせで決めたと思いますので，最終的な結論

にはそれほど影響はないのかなと思います。 

（司会者） 

 ３番の方，お願いします。 

（３番） 

 私も２つ裁判を拝見させていただいて，自分のときと比べるとわかりやすい弁護

士の方だったなという印象でしたので，理解しやすさとかわかりやすさとか伝えや

すさという面においてはそういうパフォーマンス的なこともあるのかなというふう

に思いましたけれども，最終的には犯した罪ですとかいろんな証拠とか内容によっ

て決めましたので，そういうところには影響はないと思っております。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，２番の方，お願いします。 

（２番） 

 話し方とか説明の仕方，大事だとは思うんですけど，皆さんで話をして決めてい

く中ではそんなに重要性というか，判断が変わるようなことではないと思いますの

で，我々が判断するに当たって必要な資料とか情報とか，そういったものが間違い

ないものを上げてもらうということが一番大事だと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，１番の方，お願いします。 

（１番） 

 私も皆さんの言っているように，弁護人の方や検察官の方の説明の仕方に影響さ

れるということはないと思います。 

（司会者） 

 まとめると，結局話し合いの中でいろんな意見が出るので，きちんと資料がそろ

っていれば，話し合いの中で説明の上手下手ということだけで印象で決まるのでは

なくて，きちんとした議論の中で結論が出ると，こんなまとめになるんですかね。
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 それでは，今日参加していただいた法曹三者の皆さんからの感想をいただきたい

と思いますが，検察官，何か今日の感想をいただければと思います。 

（検察官） 

 皆様，本当に貴重な意見をありがとうございました。良いという点も，またわか

りにくいところもあったので，このところをもう少し考えたらどうかとかというと

ころも今後に生かしていきたいなと思いました。良いと言っていただいた点はさら

に良くして，ちょっとここはわかりにくいよという点は課題として，またほかの検

察官とも話し合ったりして変えていきたいと思っています。本当に今日はありがと

うございました。 

（弁護士） 

 貴重な御意見をいただいてありがとうございました。特に裁くに当たって，被告

人自身を生身の人間として，先ほど親目線ということもあったと思うのですが，自

分の経験とか，そういうものに照らして裁いていただいているということで，それ

は被告人にもちゃんと伝わっているんじゃないかなというふうに思います。また，

弁護人としても改善点等が見えてきたところもありますので，持ち帰って，そこは

共有していきたいと思っております。ありがとうございました。 

（裁判官） 

 本日は貴重な御意見をいただき，ありがとうございました。私の感想としては，

最初のほうの感想でよく出ていた，最初は全く裁判員裁判についての理解がないま

ま，いきなり当たってしまったとか，後では非常にいい経験になったというふうに

言っていただいてうれしかったのですが，まだまだ裁判所から裁判員のアピールが

不足しているんだなと実感しましたので，今後もそういう形で活動していかなけれ

ばいけないかなと思いました。 

（司会者） 

 では，ひとしきり議論をしましたし，御意見も大変いただいたということで，以

上で意見交換会のほうは終わりたいと思います。 
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今日は裁判所まで御足労いただきまして貴重な御意見をいただいたということで，

大変ありがたく思っております。我々も裁判員裁判をよくしようということで日々

努力をしておりますので，今日の御意見をぜひ今後の参考にしていこうというふう

に考えております。どうも本日はありがとうございました。 


